
　本書は，公共政策の研究者（金沢大学名誉教授）
が，コロナ禍で生じた移動の変化の考察を行い，
移動手段の多様化の必要性を論じたものである。
　コロナ禍により，ネット通販へのシフト，テレ
ワーク・時差通勤・オンライン会議の提唱など，
家計消費・買い物行動・ライフスタイルの変化が
生じ，移動の減少，移動手段のシフト，運賃収入
の減少，減便・路線廃止の拡大などが起きた。ま
た，移動しないという選択肢があることが認識さ
れるようになった。バス・鉄道が不便でそれに替
わる移動サービスがない地域では，自家用車は生
活必需品であるが，すべての人に平等ではなく，
大気汚染や地球温暖化などの問題を生み出してい
る。そのため，①オンデマンド交通，②相乗り・
ライドシェア，③キックボード・自転車，④企業
による通勤送迎バスなど新しい手段・代替サービ
スの提供が必要である。日本の自治体の地域公共
交通に関する法律上の権限＝責任はあいまいであ
り，公共交通は運賃収入だけでは成り立たない事
業であるため，公的財政支援など財源の確保につ
いて検討する必要がある。� （古森）

　戦後，高度経済成長と都市圏への人口集中に
よって首都圏の通勤混雑は深刻化，混雑率
300％の過酷な通勤が常態化していた。しかし，
従来の国鉄は「幹線輸送対策を主，通勤輸送対策
を従」として，混雑対策はあくまでも自治体が主
導すべきだと考えていた。ところが，当時の石田
禮助総裁は実際の通勤地獄を見て方針を転換，抜
本的な輸送力増強事業に着手する。そして「五方
面作戦」と呼ばれる，東京から放射状に延びる５
路線（東海道・中央・東北・常磐・総武）の複々
線化，立体交差化，相互直通化等を進めていった。
　本書は，このうち 1963 年から 1968 年にか
けて行われた東北本線赤羽・大宮間の線増工事に
ついて，設計協議や用地買収，各工事の経過を詳
細に記録したものである。この区間は元々，旅客・
貨物の複々線であったが，首都圏の中・長距離電
車増発を可能にするため三複線化し，長距離列
車・近距離電車・貨物列車と分離運転できるよう
にした。これにより輸送力は約 1.4 倍となり，そ
の後の過密ダイヤ解消に大きく寄与，通勤輸送の
確保という社会的要請に応えていった。� （原）
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